
日
本
に
向
け
て
Ｐ
Ｒ
を
強
化

中
国
大
陸
２
省
３
市
の
観
光
魅
力
を
追
う
中国駐東京
観光代表処

西安市

歴
代

王
朝
の
都
　

往
時
の
面
影
残
す
史
跡
随
所
に

海に山に独自の文化を築く
海洋シルクロードの起点福

建
省

大連市

ア
カ
シ
ア
の
花
咲
く
都

海
岸
に
ビ
ー
チ
リ
ゾ
ー
ト
も

山東省

孔
子
の
故
郷
、曲
阜

歴
代
の
皇
帝
訪
ね
た
聖
地
も

杭州市

風
光
明
媚
な「
十
景
」

世
界
遺
産「
大
運
河
」も
注
目
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杭州市内の京杭大運河 西湖

兵馬俑坑

　
福
建
土
楼
。
個
性
的
な
外
観
が
目
を
引
く

　
中
国
駐
東
京
観
光
代
表
処
は
、
中
国
大
陸
全
土
の
魅
力
を
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
で
分
析
し
、
日
本
に
向
け
て
ア
ピ
ー

ル
し
て
い
る
。
今
回
は
日
本
で
の
Ｐ
Ｒ
を
強
化
す
る
福
建
省
、
山
東
省
の
２
省
と
杭
州
市
、
西
安
市
、
大
連
市
の
３

市
の
観
光
魅
力
を
紹
介
す
る
。

大雁塔

中山広場

旅順博物館

泰寧丹霞

孔子廟大成殿

泰山

　
福
建
省
は
中
国
大
陸
南
部

の
沿
海
部
に
あ
り
、
北
は

浙
江

せ
っ
こ
う

省
、
西
は
江
西
省
、
南

は
広
東
省
に
接
す
る
。
海
洋

シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の
起
点
と
し

て
、
古
く
は
漢
の
時
代
か
ら

海
外
と
の
交
易
が
盛
ん
に
行

わ
れ
て
き
た
。
「
華
僑
の
ふ

る
さ
と
」
と
も
い
わ
れ
、
海

外
に
在
住
す
る
同
省
出
身
の

華
僑
は
１
千
万
人
を
超
す
と

い
わ
れ
る
。

　
コ
ロ
ン
ス
島

　
省
の
主
要
都
市
ア
モ
イ

は
、
そ
の
温
暖
な
気
候
か
ら

「
中
国
で
最
も
住
み
や
す
い

町
」
と
い
わ
れ
る
。
船
で


分
ほ
ど
の
小
島
・
コ
ロ
ン
ス

島
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
な
ど
世
界

各
国
の
領
事
館
が
か
つ
て
置

か
れ
、
現
在
も
千
軒
以
上
の

西
洋
建
築
物
が
残
る
。
２
０

１
７
年
は
島
全
体
が
ユ
ネ
ス

コ
の
世
界
文
化
遺
産
に
登
録

さ
れ
た
。

　
武
夷
山

　
省
の
内
陸
に
あ
る
武
夷
山

は
１
９
９
９
年
、
ユ
ネ
ス
コ

の
世
界
自
然
遺
産
と
文
化
遺

産
の
複
合
遺
産
に
登
録
さ
れ

た
。
武
夷
山
脈
と
九
曲
渓
の

山
河
の
景
色
が
美
し
く
、
こ

れ
ら
の
景
色
を
眺
め
な
が
ら

の
渓
流
の
い
か
だ
下
り
が
人

気
だ
。

　
武
夷
山
は
銘
茶
の
産
地
で

も
あ
り
、
山
の
岩
場
で
栽
培

さ
れ
る
岩
茶
、
そ
の
最
高
級

品
の
「
大
紅
袍

だ
い
こ
う
ほ
う

」
が
有
名
。

　
三
坊
七
巷

　
省
都
の
福
州
は
、
唐
代
に

形
成
さ
れ
た
古
い
街
並
み

「
三
坊
七
巷
」が
見
ど
こ
ろ
。

三
つ
の
通
り
と
七
つ
の
路
地

が
あ
る
こ
と
か
ら
こ
の
名
が

付
い
た
。
メ
イ
ン
通
り
の
南

後
街
は
飲
食
店
や
土
産
店
が

１
㌔
弱
に
わ
た
り
軒
を
連
ね

る
。

　
福
建
土
楼

　
主
に
省
西
部
と
南
部
の
山

中
に
点
在
す
る
客
家
の
民
家

群
。
地
震
や
火
災
、
獣
や
外

敵
の
襲
来
に
備
え
て
造
ら
れ

た
個
性
的
な
ス
タ
イ
ル
の
建

造
物
。

　
デ
ザ
イ
ン
は
円
楼
、方
楼
、

五
鳳
楼
、凹
字
型
、半
円
型
、

八
卦
型
な
ど
が
あ
る
が
、
円

楼
と
方
楼
が
多
く
見
ら
れ

る
。
円
楼
は
最
大
で
直
径


㍍
。
通
常
は
最
下
層
が
食
事

調
理
ス
ペ
ー
ス
、
２
階
が
倉

庫
、
３
階
か
ら
上
が
居
住
空

間
と
な
っ
て
い
る
。
方
楼
は

正
方
形
か
そ
れ
に
近
い
形
を

し
た
土
楼
で
、
高
い
も
の
は

６
階
ま
で
達
す
る
。
建
物
は

土
や
石
、
木
材
で
で
き
て
お

り
、
冬
暖
か
く
夏
涼
し
い
。

生
活
に
必
要
な
全
て
が
備
わ

り
、
一
つ
の
村
の
よ
う
だ
。

　
泰
寧
丹
霞

た
ん
か

　
丹
霞
と
は
赤
や
茶
色
の
地

層
が
何
層
も
連
な
る
特
異
な

地
形
。
風
水
の
浸
食
や
土
地

の
隆
起
な
ど
の
自
然
現
象
に

よ
り
、
長
い
年
月
を
か
け
て

形
成
さ
れ
た
。

　
中
国
大
陸
に
あ
る
丹
霞
の

う
ち
、
福
建
省
の
泰
寧
、
広

東
省
の
丹
霞
山
、
貴
州
省
の

赤
水
な
ど
６
カ
所
が
２
０
１

０
年
、
ユ
ネ
ス
コ
の
世
界
自

然
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
。
泰

寧
丹
霞
は
こ
の
中
で
最
大
規

模
を
誇
る
。

　
杭
州
は
中
国
沿
海
部
、
浙

江
省
の
省
都
。
中
国
の
有
名

な
古
都
の
一
つ
で
、
古
く
か

ら
「
上
に
天
国
あ
り
、
下
に

蘇
州
・
杭
州
あ
り
」
と
う
た

わ
れ
る
ほ
か
、
元
の
時
代
に

イ
タ
リ
ア
の
旅
行
家
マ
ル
コ

・
ポ
ー
ロ
か
ら「
世
界
で
最
も

き
れ
い
で
富
の
あ
る
都
市
」

と
称
賛
さ
れ
て
い
る
。
世
界

遺
産
に
登
録
さ
れ
た
京
杭
大

運
河
の
南
端
で
も
あ
る
。

　
西
湖

　
杭
州
で
最
も
有
名
な
観
光

ス
ポ
ッ
ト
で
、
「
中
国
十
大

風
景
名
勝
」
に
挙
げ
ら
れ
る

ほ
か
、
２
０
１
１
年
に
「
杭

州
西
湖
の
文
化
的
景
観
」
と

し
て
ユ
ネ
ス
コ
の
世
界
文
化

遺
産
に
登
録
さ
れ
た
。

　
周
囲

㌔
の
湖
に
「
西
湖

十
景
」
と
呼
ば
れ
る

の
絶

景
ポ
イ
ン
ト
が
あ
る
。
そ
の

う
ち
の
一
つ
「
雷
峰
夕
照
」

は
、高
さ

㍍
の「
雷
峰
塔
」

が
夕
日
に
重
な
る
風
景
。

「
三
譚
印
月
」
は
、
湖
に
立

つ
三
つ
の
石
灯
籠
が
月
と
と

も
に
輝
く
景
色
で
、
中
国
の

１
元
札
に
も
デ
ザ
イ
ン
さ
れ

て
い
る
。

　
京
杭
大
運
河

　
世
界
で
一
番
古
く
長
い
人

工
運
河
の
総
称
。
万
里
の
長

城
と
並
び
称
さ
れ
る
中
国
の

国
家
的
事
業
で
、
２
０
１
４

年
、
ユ
ネ
ス
コ
の
世
界
文
化

遺
産
に
登
録
さ
れ
た
。

　
北
京
と
杭
州
を
結
ぶ
総
延

長
１
７
９
４
㌔
の
水
路
で
、

登
録
さ
れ
た
の
は
１
０
１
１

㌔
の
運
河
と

カ
所
の
関
連

遺
跡
。
紀
元
前
か
ら
中
国
各

地
で
建
設
さ
れ
て
き
た
小
運

河
を
水
運
や
治
水
の
た
め
、

隋
の
時
代
に
つ
な
い
だ
。
以

来
、
唐
を
は
じ
め
歴
代
の
王

朝
が
物
流
な
ど
で
こ
の
運
河

を
活
用
し
た
。

　
霊
隠
寺

　
西
湖
西
北
部
の
北
高
峰
南

麓
に
あ
る
中
国
禅
宗
十
大
古

刹
の
一
つ
。
東
晋
の
時
代
３

２
６
年
に
イ
ン
ド
の
僧
、
慧

理
が
建
立
し
た
。
岩
山
に
彫

刻
さ
れ
た
大
小
３
０
０
余
り

の
石
仏
が
見
ど
こ
ろ
。

　
山
東
省
は
中
国
の
沿
海

部
、
黄
河
の
下
流
に
位
置
す

る
。
主
要
都
市
の
青
島
は
ビ

ー
ル
の
生
産
で
有
名
。
儒
教

の
創
始
者
孔
子
の
故
郷
、
曲

阜
に
あ
る
孔
子
関
連
の
史
跡

は
ユ
ネ
ス
コ
の
世
界
文
化
遺

産
に
登
録
さ
れ
て
い
る
。
孔

子
の
誕
生
日
と
さ
れ
る
毎
年

９
月

日
前
後
に
「
国
際
孔

子
文
化
祭
」
が
開
か
れ
、
世

界
か
ら
多
く
の
信
奉
者
が
こ

の
地
に
集
ま
る
。

　
孔
子
廟

　
曲
阜
に
あ
る
孔
子
関
連
の

史
跡
の
一
つ
。
ア
ジ
ア
に
は

２
千
以
上
の
孔
子
廟
が
存
在

す
る
と
い
わ
れ
る
が
、
そ
の

中
で
最
も
古
く
、
典
型
的
な

形
式
を
有
す
る
と
い
う
。
故

宮（
北
京
）、岱
廟（
泰
安
）

と
並
ぶ
中
国
三
大
宮
殿
建
築

の
一
つ
。

　
孔
子
の
旧
宅
を
改
装
し
た

総
面
積
２
万
平
方
㍍
の
壮
大

な
史
跡
。
百
以
上
の
建
築
物

が
あ
り
、
そ
の
う
ち
の
一
つ

大
成
殿
に
孔
子
の
神
像
が
ま

つ
ら
れ
て
い
る
。

　
孔
府

　
孔
子
と
そ
の
直
系
が
暮
ら

し
た
邸
宅
。
封
建
社
会
の
貴

族
型
荘
園
の
典
型
。
４
８
０

以
上
の
建
物
を
有
す
る
。

　
孔
林

　
孔
子
と
そ
の
一
族
の
墓

所
。
総
面
積
２
平
方
㌔
、
墓

道
は
１
・
３
㌔
あ
り
、
一
つ

の
家
系
が
葬
ら
れ
た
墓
地
と

し
て
は
世
界
最
大
規
模
と
い

う
。

　
孔
子
廟
、
孔
府
、
孔
林
の

三
つ
を
総
称
し
て
「
三
孔
」

と
い
い
、
１
９
９
４
年
、
ユ

ネ
ス
コ
の
世
界
文
化
遺
産
に

登
録
さ
れ
た
。

　
泰
山

　
泰
安
市
の
市
街
地
北
部
に

位
置
す
る
標
高
１
５
４
５
㍍

の
山
で
、
道
教
の
聖
地
。
秦

の
始
皇
帝
や
前
漢
の
武
帝

ら
、
歴
代
の
皇
帝
が
天
地
を

ま
つ
る
儀
式
「
封
禅
」
を
行

っ
た
と
い
う
場
所
。
同
じ
く

聖
地
と
崇
め
ら
れ
る
恒
山

（
山
西
省
）
、
嵩
山

す
う
ざ
ん

（
河
南

省
）
、
華
山
（
陝
西

せ
ん
せ
い

省
）
、

衡
山

こ
う
ざ
ん

（
湖
南
省
）
と
と
も
に

「
五
岳
」
と
称
さ
れ
る
が
、

そ
の
中
で
最
も
重
要
な
場
所

と
位
置
付
け
ら
れ
る
。
１
９

８
７
年
に
ユ
ネ
ス
コ
の
世
界

複
合
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
。

　
岱
廟

　
泰
安
の
市
街
地
に
あ
る
泰

山
の
神
を
ま
つ
る
廟
で
、
中

国
三
大
宮
殿
建
築
の
一
つ
。

歴
代
の
皇
帝
が
泰
山
と
と
も

に
訪
れ
た
場
所
と
い
う
。

　
青
島
桟
橋

　
青
島
は
山
東
半
島
の
付
け

根
に
位
置
す
る
山
東
省
の
主

要
都
市
。
そ
の
歴
史
的
背
景

か
ら
ド
イ
ツ
風
の
街
並
み
が

今
も
残
り
、
独
自
の
雰
囲
気

を
か
も
し
出
し
て
い
る
。

　
見
ど
こ
ろ
の
一
つ
が
桟

橋
。
清
の
時
代
、
軍
事
用
に

作
ら
れ
た
も
の
で
、
先
端
に

回
瀾
閣

か
い
ら
ん
か
く

と
呼
ば
れ
る
二
層
の

楼
閣
が
建
つ
。
有
名
な
青
島

ビ
ー
ル
の
ラ
ベ
ル
に
も
デ
ザ

イ
ン
さ
れ
て
い
る
。

　
市
内
に
は
青
島
ビ
ー
ル
の

博
物
館
が
あ
り
、
工
場
見
学

や
試
飲
も
で
き
る
。

　
西
安
は
中
国
の
ほ
ぼ
中
央

に
位
置
す
る
陝
西
省
の
省

都
。
旧
名
を
長
安
と
い
い
、

秦
、
漢
、
唐
な
ど
中
国
歴
代


王
朝
の
都
や
、
ア
テ
ネ
、

ロ
ー
マ
、
カ
イ
ロ
と
並
ぶ
世

界
四
大
古
都
の
一
つ
と
し
て

知
ら
れ
る
。
遠
く
西
域
へ
と

つ
な
が
る
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の

東
の
起
点
で
も
あ
る
。

　
兵
馬
俑
坑

へ
い
ば
よ
う
こ
う

　
農
民
が
井
戸
を
掘
削
し
て

い
た
と
こ
ろ
、
偶
然
発
見
し

た
と
い
う
「

世
紀
の
考
古

学
に
お
け
る
最
大
の
発
見
」。

秦
の
始
皇
帝
が
絶
大
な
権
力

を
誇
示
す
る
た
め
、
兵
や
馬

の
塑
像

そ
ぞ
う

を
焼
成
し
、
そ
の
陵

を
守
ら
せ
た
と
い
わ
れ
る
。

展
示
す
る
博
物
館
は
総
面
積

１
万
４
２
６
３
平
方
㍍
。
出

土
し
た
武
士
俑
だ
け
で
も
約

６
千
体
。
ほ
か
に
陶
俑
陶
馬

約
８
千
点
、
青
銅
器
約
４
万

点
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。

　
大
雁
塔

　
大
慈
恩
寺
に
あ
る
高
さ


㍍
の
７
層
の
塔
で
、
唐
の
時

代
の
６
５
２
年
の
創
建
。

玄
奘

げ
ん
じ
ょ
う

三
蔵
（
三
蔵
法
師
）

が
イ
ン
ド
か
ら
仏
教
経
典
や

仏
像
を
持
ち
帰
り
、
翻
訳
、

保
管
し
た
場
所
と
さ
れ
る
。

塔
は
登
る
こ
と
も
で
き
、
市

街
地
を
一
望
す
る
。

　
鐘
楼

　
街
の
中
心
の
東
西
、
南
北

の
二
つ
の
大
通
り
が
交
わ
る

場
所
に
鎮
座
す
る
楼
閣
。
明

の
時
代
の
１
３
８
４
年
の
創

建
。
大
き
な
鐘
が
市
民
に
時

間
を
知
ら
せ
た
り
、
警
報
を

発
し
た
り
す
る
役
目
を
果
た

し
た
。

　
城
壁

　
中
国
の
古
代
城
壁
の
中
で

も
、
最
も
完
全
な
形
で
保
存

さ
れ
て
い
る
。
明
の
時
代
の

初
期
に
唐
代
の
長
安
城
の
王

城
を
基
礎
に
築
造
さ
れ
た
。

長
方
形
で
周
囲
の
長
さ

・


㌔
、
高
さ

㍍
。
上
部
を

散
策
し
た
り
、
サ
イ
ク
リ
ン

グ
を
楽
し
む
こ
と
も
で
き

る
。

　
大
連
は
中
国
東
北
地
方
、

遼
寧
省
の
最
南
端
、
遼
東
半

島
の
先
端
に
位
置
す
る
人
口

６
０
０
万
人
の
大
都
市
。
日

本
な
ど
多
く
の
海
外
企
業
が

進
出
し
、
中
国
の
中
で
も
経

済
発
展
が
著
し
い
都
市
の
一

つ
だ
。
東
北
地
方
の
中
で
も

温
暖
な
気
候
が
特
徴
。
長
い

海
岸
線
を
持
ち
、
ビ
ー
チ
リ

ゾ
ー
ト
も
形
成
さ
れ
て
い

る
。
「
東
方
の
ア
カ
シ
ア
の

都
」
と
呼
ば
れ
、
開
花
時
期

の
５
月
下
旬
か
ら
６
月
上
旬

に
開
か
れ
る
ア
カ
シ
ア
祭
り

が
有
名
だ
。

　
中
山
広
場

　
街
の
中
心
に
あ
る
円
形
の

広
場
。
大
連
の
主
要
道
路
は

こ
こ
か
ら
放
射
線
状
に
各
地

に
伸
び
て
い
る
。
周
囲
に
は

大
連
賓
館
（
旧
ヤ
マ
ト
ホ
テ

ル
）
、
中
国
銀
行
大
連
分
行

（
旧
横
浜
正
金
銀
行
大
連
支

店
）
な
ど
、
日
本
が
か
つ
て

建
設
し
た
西
洋
風
の
建
物
が

残
っ
て
い
る
。

　
金
石
灘
ビ
ー
チ
リ
ゾ
ー
ト

　
市
の
中
心
か
ら
北
東
へ
約


㌔
の
海
浜
リ
ゾ
ー
ト
。
十

里
黄
金
海
岸
、
海
浜
国
家
地

質
公
園
、
中
華
武
館
、
金
石

ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
な
ど
の
観
光

ス
ポ
ッ
ト
が
あ
る
。

　
老
虎
灘
海
洋
公
園

　
市
の
中
心
か
ら
南
へ
約
６

㌔
の
リ
ゾ
ー
ト
。サ
ン
ゴ
館
、

極
地
館
、
海
獣
館
な
ど
の
観

光
ス
ポ
ッ
ト
が
あ
る
。

　
２
０
３
高
地

　
遼
東
半
島
の
先
端
、
旅
順

に
あ
る
標
高
２
０
３
㍍
の
丘

で
、
日
本
と
ロ
シ
ア
に
よ
る

日
露
戦
争
の
激
戦
地
。
戦
死

者
を
ま
つ
る
記
念
碑
が
立

つ
。
旅
順
の
港
や
市
街
地
を

一
望
す
る
。

　
東
鶏
冠
山

　
旅
順
に
あ
る
２
０
３
高
地

と
並
ぶ
日
露
戦
争
の
激
戦

地
。
当
時
、
旅
順
を
租
借
し

て
い
た
ロ
シ
ア
が
堡
塁

ほ
う
る
い

（
要

塞
）
を
築
い
た
場
所
。
激
戦

の
痕
跡
が
今
も
残
っ
て
い

る
。

　
旅
順
博
物
館

　
中
国
の
文
化
財
、
芸
術
作

品
な
ど
６
万
点
余
を
所
蔵
す

る
。１
９
１
５
年
の
開
館
で
、

重
厚
な
建
物
自
体
も
価
値
が

あ
る
。


